
深浦町沖大型魚礁、設置適地調査
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I 目的

深浦地区沿岸漁民の生産と所得の向上を図るため、大型魚礁の設置によ b人工漁場を造成するに

あたり、自然的、社会的、経済的環境条件を調査し、;魚磯設置の適地判定に遺憾のないようにする。

E 調査内容
1. 調査期日 昭和 41年5月 10日-13日

2 調査区域 深浦町沖

3. 調査船 AM  3 - 4 3 6 3 芳丸3.5 0トン 1 8馬力

(日本無線製NJA130型 5 0 KC 魚探装備〉

4. 調査項目 底質、水深、地形、漁業状況

5. 調査方法

調査の方法として魚群探知機 (NJA130型(5 0 ) KC)を使用し所定の調査水域を調査点、

1 8点を選定、小型船舶によって縦横航走し、水深、底質の分布、及び海底の起伏状況を調査し

た。位置の測定には六分儀、三粁分度器を併用し地区lは 5万分の 1地形図を使用し水平爽角法に

よD実施した。

底質(堆積物〉は径 13 cm({)鉄製漏斗型採光器を使用し海底を数m-数 10m曳航して採取した。

念仏調査海域の海底地形をしらべるため 1図に示す⑥ー⑥⑮-<C;、古城丸洗没箇所

一⑪、古城丸沈没箇所ー⑪の 4線は、ほ Y直線的に連続して魚、採の記録をなとなった。

関係地区の漁業状況調査は関取タなよひe既存資料の収集によってなこなったo

E 調査結果
調査海域の水深なよび底質は 1図のとなbである。

水深令よび底質分布状況を概観すると、 90 m等深線は距岸 3.0 0 0 - 4，0 0日付近を海岸線に

ほぼ平行に通っておサ、 8 Om、 70 m、 60 m、 50m、 4 0 mの各等深線もとれとほ I平行に

還っている。との範囲にないては、岩礁のあるととろを除いて、海底の傾斜がゆるやかで平担であ

る。 80 m以深で傾斜がさらにゆるやかになっている。

行合崎から北西1，0 0 0 m沖、水深 40 m付近まで岩礁が伸びているp
また、行合崎北西 3‘o0 0 m付近を中心として追良瀬の根がある。この根は水深 65-9 0 mま
での間K、 1凶でみるように約七日 o0 m四方に広がる広大;'J:根で、起伏の激しい根である。

底質は、水深 60m以浅には粗砂のところがみられ、 60-70mで中砂、 7 0 m以深で細砂と

念っている。

行合崎沖の根と追良瀬の根との聞には細礁の多量に含まれた粗砂のところがある。 70 m以深の
堆積物は粒径中央値が 2.83 - 3.0 6淘汰係数が 0.3y - O. 6 9の聞にあD、粒径 O.1 2 57llll1.以下

のとく細かv>細砂が主体に;'J:つてな夕、淘汰がよく、泥分を 13.5%-21， 4%含んでいる。深い

ところ程泥分の合有が多い。ここの堆積物は暗灰色であった。追良瀬の根の南西側の直ぐ近くには

細諜や組砂が混ったところもみられる。

深浦港灯台から 33 t 4，500 mのところには古城丸(1， 6 0 0トン〕か洗没している。
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海底地形をしらべるため 1図にしめす⑮ー⑥⑥ (怠古城丸 ⑥古城丸一。

各線K治って魚探を連続使用し念がら航定したが、その魚、探記録は 2図のとj;>tである。とれに

よれば、追良瀬の根かよび行合崎の根は起伏の激しい根である ζとがわかb、また、沈没した古
城丸も、水深 90 mの平担な海底にあって、影像としてはっき b現われている。
関係地区の漁業の概要はほ三つぎ0とかタである。

関係地区のなかで漁港の整備されているのは議ケ沢港と深浦港で、 1 0トン以上の中型船がそ

ぞれ、 3 9隻、辛子よぴ機船底ひき網漁業をはじめ、マス流網、イカ釣bなどの近海漁業の根拠地

に在っている。

鯵ケ沢町、深浦町、岩崎村代共通している漁業は大型辛子よび小型定置網漁業で、 i:i:i6請に、小型

動力船によるヤリイカ棒受網漁業シよび各種釣P漁業がある。

大型魚礁利用上最も関係深l/)5トン未満。小型動力漁船の各漁協別隻数を根拠地刷に凶示すれ

ば 5図のとがbである。

関係地区の念かで最も漁船数の多lρ深浦漁協の漁業状況は、ほ Yつぎのとおすである。

昭和40年深浦漁協水場高 〈漁協資料)

漁業別

定置網漁業

底びt! /1 

『水場金額 ilf工高
3 9. 1初1

1 8.9 

1 9. 4 

8. 4 

2.3 

2.8 i 

18，7 1 4I  9. 1 

204J6E  1o 0口引
注久六島漁業は潜水器によるアワヒ、サザエ採取(3隻〉

がよびタナゴ底建網漁業(3ケ統)であるo

ζれによれば定置網漁業の占める割合が大ーきし底ひき網漁業辛子よび小型動力始漁業もそれぞ

れ総額の 20%近くの水揚げをして砂 b 、か~.!Jの比重を占めている。

大型魚礁の主受益者である ζの地区代bける 13 4隻の小型動力漁船の年問。対象魚種、漁期、

生産量は 2表のとbタで、それによれば、漁獲金額の多いものはヤリイカ、マス、 ケ十ギメバル、

タイ、フクラゲのj顕となって.J;>T、年間総水揚高に対する割合はつぎのとなDである。

ヤ イ カ 7 7.9% ホッケ 1. 1 % 

.... ス 1 2.2 ソ イ 0.5 

ヤナギメバル 5.3 ヒラメ 0.3 

タ イ 1.4 その他 0.2 

プ ク フ ゲ 1. 1 計 10 0.0 
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また、これらの漁期はつぎのとお‘bである。

魚 種 漁 期 基王型ヤ リ イ カ 1 2 ，、~ 6月

5 -マ ス ，、~

ヤナギメパル ~ 1 2 
タ イ 9 ~ 1 1 ? 

フ ク フ ゲ 8 ~ 1 1 。

ホ ツ ケ 2 ~ 5 5 

ソ イ ~ 1 2 4ハ己

ヒ フ メ ~ 1 2 「一一

小型動力漁船の水揚げの約 8日婦がヤリイカで占められてなD、ヤリイカの漁期は 12 - 6月で、

ζの期聞が最も収入の多い季節である。左かでも、 3- 4月は棒受網(約 55隻)によタ大量にヤ

リイカが漁獲されている。

小型動力漁船のかもな漁場は、ヤリイカの場合は塩見崎から黄金待までの沿岸の水深30m以浅

の岩礁地帯で、 12 --1月はなもに一本釣bにより、 2月以降はがもに棒受綱Kよタ漁獲されてい

る。マスなよびフクラゲの漁場は追良瀬の根および沿岸一帯である。ヤナギヌパルなよびソイはb

もに追良瀬の根、行合崎i中の根恥よび古城丸で漁獲される。タイ、ヒラメ、カレイなよびその他は、

1図の調査点也〉包)付近の通称マガレイ場、追良滋の根と行合崎1ヰ1の根との闘でなもに漁獲されて

いる。

ととの底質はともに粗砂である L粒径中央値-1 4.6--0.8口、淘汰係数O.59-日目 79 ) 0 

t.: ;j:，>、追良瀬の根は遠く秋田県からも操業に来る漁場である。
古城丸は昭和 25年 12白に洗没したのであるが、それ以来、そこはヤナギメパル、ソイなどの

好漁場になっている。

1図Kしめすとなり、調査海域の水深 80 m付近にないて、共同漁業権漁場のi中側の線と機船底
ひき網漁業禁止線とが交差して通っている。古城丸以南の海域なよび追良瀬の根以北の海域はとも

に機船底ひき網漁業なよびタイ吾智網漁業のi漁場である。

N 結論

深浦町沖には機船底ひき網漁業なよびタイ吾智網業の漁場があるので大型魚礁を設置しでも支障

ない範囲は、深j南港灯台、古城丸、奥入瀬の根、行合崎の 4点を結んだ線内で、しかも、共同漁業

権漁場の仰に限られる。

ととは水深80 m.内外で、底質は泥混J?Qコ細E少であって、仲の深いところ程泥分の含有が多くな

っている。こ〉はもともと漁場として利用されていないととろである。古城丸沈没箇所も以前漁場

ではなかった。しかし、古城1，しの比没によ D、その後メパル類、ソイ類の好漁場と在ったことは既

述したと沿bである。したがって、古城丸と追良瀬の根の間のどこかに大型漁礁を設置する左らば、

古城丸のように、メノミル類、 ソイ類の好漁場に左るととが期待できる。水深が深い程た分が多く、

魚礁埋没の恐れがあるので、なるべく浅いところが設量場所として好ましいと忌われる。

したがって、大型魚、礁設置適地と思われるところはっき、の範囲に求められよう。

深浦港灯台から 34 30 3 0' ~ 4 0 0 mのととろを中心とする半径 25 0 mの円内(水深8日~
8 7 m、辰質細砂)。

設置方式は王対象旬、がメバノレ類、ソイ類であるので、積上げ方式が望ましい。
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1.1::な、上記場所の適格性を検討してみると、

1. 水深は 80-87mで、釣D場としても不適当では念い。
2 漂砂Uてよ b魚礁が埋没する恐れのない水深である。底質が泥混りの細砂であり、埋没の恐れを

多少感ずるが、もっと泥分の合有の多い水深 90 mのと ζろへ沈没した古城丸が、 1 0数年経た

今日左な埋没してい乏いとと、がよび設置方式が誌上げ方式であるので、全く埋没してしまうこ

とは左いものと考えられる。

5 潮流があま b速いところでまい心で、操業上都合がぶ円。

4. 大型魚礁設置により、既存漁業陀支障がなI.Aところでるる。

5. 海底が平担なととろでさD、大型魚礁設置場所として好ましいところである。

6. 関係地区の嘩ケ沢から大間越までοJまY中央に位置し、しかも 1 関係地区のなかで最も多数。

小型動力漁船の所属する深浦漁言語に逗加。

既存漁場の追良瀬の根がよび古城丸から 1，0 0 0 m内外のところにあ夕、大型魚礁の利用を効

果的になこ2とうことができる。

7. か左b整備された深浦港に近〈、漁獲物の流通会よび、荒天時の避難に便でるる。

8. 比較的理岸に近ししかも南方fては黄金崎が突出てlハるため、東ないし南寄Dの強風がやわら
げられ、したがって、操業に使である。
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附 8 大型魚礁設置適地深本子よび底質図
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物分析結果

昭和4 1年 5月11 ， 1 2日 調査
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2表 昭和 40年深浦漁協管内
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